




























内陸部に着目してきた。サイト調査として、南極ドームふじで 220 GHz の大気透過率を測定
したところ、地上最良と思われ大型干渉計 ALMA の建設の進むチリ北部の砂漠地帯よりも優





We evaluated atmospheric transparency at Dome Fuji. It is superior to Atacama desert in  
Chile. We developed a 30cm sub-mm telescope that will be used in Dome Fuji in Antarctica. 
It is equipped with a heterodyne 500 GHz receiver for observation of Milky Way in CO and 
CI lines.  
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の昭和基地から約 1000 km 離れたドームふじ基
地において天体観測サイト調査を行った。調査
項目としては、他のサイトでの調査データの蓄積


















































作に必要 4 K の冷却は、小型軽量の 4 K 機械式
冷凍機で行う。実験室の評価試験では、等価熱
雑音換算で 200 K 以下を実現した。また、冷凍
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